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令和２年、長野県内において、フォークリフトを起因物とする休業４日以上の

労働死傷災害は製造業、運輸業を中心に２６件も発生しています。

上伊那地域の事業場においても、フォークリフトを起因物とする休業４日以

上の労働災害がほぼ毎年発生（H２８年からの５か年で７件）しており、直近で

は平成２７年に死亡災害も発生しています。また、令和３年７月、県外運送業

者の労働者が、上伊那地域の事業場で荷役作業中に、逸走してきたフォーク

リフトとトラックの間にはさまれる死亡災害が発生しています。

フォークリフトは荷の運搬作業になくてはならない便利な機械ですが、危険性

が高いのも事実です。フォークリフトを使用する作業では、労働安全衛生法令

で、運転資格、検査、作業計画の作成、立入禁止措置、逸走の防止措置、用

途外使用の禁止などのルールが定められています。

フォークリフトによる災害を撲滅するため、今一度、次のチェックリストで確認

の上、作業で使用する際の安全確認と必要な対策の徹底をお願いします。

災 害 事 例

（R3.7改正版）

フォークリフトを用いて搬入作業を行った後、フォークリフトを傾斜地に停

止させ、トラックの荷台をたたむ作業を行っていたところ、停止していた無

人のフォークリフトが後進し、フォークリフトとトラックの間にはさまった。

（参考）安衛則第151条の11
事業者は、車両系荷役運搬機械等の運転者が運転位置から離れるときは、当該
運転者に次の措置を講じさせなければならない。
一 フォーク、ショベル等の荷役装置を最低降下位置に置くこと。
二 原動機を止め、かつ、停止の状態を保持するためのブレーキを確実にかけ
る等の車両系荷役運搬機械等の逸走を防止する措置を講ずること。

２ 前項の運転者は、車両系荷役運搬機械等の運転位置から離れるときは、同項各
号に掲げる措置を講じなければならない。



確 認 項 目 確認欄

１
フォークリフトの運転は、技能講習修了者などの有資格者
に行わせていますか □

２ フォークリフト運転者には、保護帽を着用させていますか □

３
事前に作業の方法等を検討した上で、作業計画を策定し、
関係労働者に周知していますか（作業計画例参照） □

４
複数で荷役作業を行う場合は、作業指揮者を定め、作業
の指揮を行わせていますか □

５
フォークリフトと他の労働者の通行区分を明確にしていま
すか（運転者以外の労働者に危険が生じるおそれのある
箇所への立入りを禁止していますか）

□

６
運転位置から離れるときは、フォークを最低降下位置に
置き、原動機を止め、かつ、停止の状態を保持するため
のブレーキを確実にかける等の措置を講じていますか

□

７
高所作業にあたり、フォークやパレット上に人を乗せ昇降
させる等、フォークリフトを荷役運搬作業以外の用途には
使用していませんか

□

８
運搬しようとする荷の周囲に崩壊または倒れる物がない
か確認させていますか（崩壊等の危険な状態を作らない
ことが最優先）

□

９
定期自主検査（年次：特定自主検査、月次検査）を実施し、
記録を３年間保存していますか □

１０ 作業開始前点検を実施していますか □

確認出来なかった項目については、改善対策をお願いします。
作業計画の例は次のとおりです。

フォークリフト作業による災害防止のためのチェックリスト






